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Ｌ概要

タジキスタン・イスラーム再生党は、イスラーム的政治を実現させるための目的を持つ政治結社として出発した

が、内戦（1992-1”7）におけるカラテギン地方閥、アフガニスタンのモジヤーヘド軍閥やターリバン政椛との関わ

りを経て、1997年の和平合意によって民主・イスラーム同盟全体で30％の閣僚ポストを保証され、現在では合法的

議会主義政党として民主的手段によってその目的を実現させようとしている。しかし、現在のところ議会内多数を

得る可能性はなく、彼らの存在が合法である以上の成果をもたらしているとは言えない。イスラーム解放党との関

係は、お互いの存在を認めている。

世俗的タジキスタンに対して、ウズベキスタンは憲法においてイスラーム的価値を主張しているが、それはイス

ラームの文化的側面や個人的I言仰に限定されており、所iiWイスラーム政党は禁止され、議会内外に合法的代弁者を

もたない。二の結果ウズベキスタンにおける政治的イスラームは直接民衆に働きかけている。ウズベキスタン・イ

スラーム運ｊＩｌｌは武力において旧共産党につながる現政権を打倒し、原理主義的イスラーム国家を樹立しようとする

組織であった。同組織は2001年に発展的に解消し、トルキスタン・イスラーム党が結成され、対象地域を中央アジ

ア全域に拡大したが、同年末にアフガニスタンで壊滅的打IILを被り、党首ナマンガニも死亡した。イスラーム解放

党は、平和的手段によって民族的国境に細分されない全イスラーム共同体を単一のカリフのもとに樹立する目標を

持つが、選挙や議会などの民主的手続きは否定している。体制の変革を目指しているという理由で、ウズベキスタ

ンでは厳しく弾圧されている。

識者の多くはウズベキスタンを含む中央アジアにおけるイスラーム主義の台頭をソ述附)壊後の社会生活全般の混

乱と結びつけ、民主的社会の実現にm縦の道を求めている。

２.緒首

今日のウズベキスタンとタジキスタンは、ロシアによる併合・保護国化以前にはブハラ・ハン国とコーカンド・

ハン国の領土であったが、ロシア革命後の民族性および民族国家領､iの確定までは、ウズベク語とタジク語を併用

しつつ、今日の国家領域とは重ならない幾つかの地域的文化圏を形作っていた。この文化圏は、全体ではカザフ人

キルギス人の文化圏、トルクメン人の文化圏と区BIlされる。現在のウズベキスタンのイスラーム信仰や政治的イス

ラームの諸問題を考察するにあたっても、歴史的に形成されたウズベク・タジク文化複合体と、その内部の地域的

文化圏の両者の存在を視野に入れ、対比的に分析すれば、問題点がより明瞭になると考えられる。この報告では、

まずタジキスタン・イスラーム再生党の活動を回顧し、ついでウズペキスタン・イスラーム運動、イスラーム解放

党の活ll1ljの経緯・現状について言及し、般後にウズベキスタンにおける政治的イスラーム拡大の原因について私見

を付した。

3．タジキスタン内戦とタジキスタン・イスラーム再生党

１）タジキスタン内戦

タジキスタンでは、ｌ”0年２月１２日アルメニア人避難民に対する住宅供与のI'徴に激こうした住民が起こし

た暴q1hが、一連の騒乱の始まりとなった。この時、昨集を前にして、タジク共産党本部前広場で状況の説明を

しようとしたマフカモフKakharMakhkamov党第一翻記が何者かに狙蝿kされ、瞥MillIl(との打ち合いでﾀﾋﾟ者５人

を出す事件になった。さらにこれは市内で多数の死傷者を出す騒乱に発展､共和国最高会議の建物前でのデモ・

集会が継続したが､政府は5000人の鋼塚を導入して解散させた。この集会の要求の中には牛肉と偽って豚肉を
売る商店の閉鎖、モスクの建設、タジク人名のロシア化停止などの民族文化にかかわる事項が含まれていた。

同年殿初の大統|ｻﾞ遜挙が行われたが､共産党の強力な巻返しが成功し、マフカモフが当選した。翌1991年のモ

スクワ・クーデター未遂事件ではマフカモフはクーデターの支持を表明したが、大規模な反対集会がおこり、９

月７日辞任に追い込まれた。大統領代行となったカドリッデイン・アスロノフKadliddinAslonovは共産党に活
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動停止を命じたが、今度は逆に保守派の反撃にあって、ラフモン・ナビエフRakhmonN曲ievに更迭された。ナ
ビエフは非常事態を宣言するとともに、共産党活１，】停止命令を取り消した。しかし、イスラーム再生党が中心
のデモ隊が大統領府を圧倒すると、ナビエフは一転して非常1F態宣言を取り消し、共産党を再び活動停止にし
た。ｌ］月２４日大統領選挙が実施されると、ナビエフは58％の票を獲得して、イスラーム秤生党、タジキスタ
ン民主党などの推した、ダウラト・フドナザロフDaulatKhudonazamovを破った。反対派はjU3iitを有効と認めず
再選挙を要求したが、ナビエフはこれを拒否し、再び反政府迦!hが高揚した。１”2年３月反政府IUlの有力議員
マスド・イクラモフMasudlImmov、野党ラストヘズ党の指導者ミルボボ・ミルラヒモフMirboboMimkhimov

などを逮捕した。この時点ではまだイスラーム勢力や地方閥は組織活lXhに入っておらず、紛争は共産党と民主
主義者･民族主義者の間に起こっていた。しかし､３４月311t会内の論争が切っ掛けになって反政府側のパミール
出身者、カラテギン人、イスラーム政党支持者が首都ドシヤンベに動員されるようになった。政府側もナビエ
フの出身地北部のレニナバドリⅡや南部ではあるが政府支持者勢力が大きいクリャプ州など地方から支持者を動
員した。政府支持者、反政府派の双方に武器が流れ出し、ドシヤンベでは市街戦が始まった。しかし、モスク
ワ201機械化狙撃兵連隊の介入を切っ掛けにして、戦闘は停止、５月国民和解政府の樹立が決定された。
しかし、この後にかえって紛争は深刻化し内乱に向かう。各地で武装集団が結成され、政府側と民主・イス

ラーム連合支持者の間で武力衝突が始まった。ナビエフ派では、サンガク・サファロフSangakSalblwのクリ
ヤプの部隊､サイドフFSaidovのクリャブリ１１ロカイ・ウズベク人部隊、マンスロフJomoIiddinMansumvのギサ

ル人部隊が大きかった。またイスラーム・民主連合ではカラテギン州には、後に特別状況相となるズィイェイ

ェフMiImZiyeyevの部隊があった｡アフガニスタンからイスラーム再生党支持のモジャーヘデインの越境が始

まり、マザレシャリフのウズベク人1ｌｘ閥ドスタムDostam将軍部隊が政府側クリャプ人部隊に合流した。やが
てドシヤンベは全くの無jB〔府状態になった。９月ナピエフは、出身地のレニナバド（ホジェンド）に帰還、北

タジキスタンは首都を中心とする南部の武力闘争から離脱・ｉｌｉ観を始めた。イスラーム・民主(Illlの主導権は、

状況の激化に伴いラスタヒズ党、民主党、イスラーム再生党の三派i1li合からイスラーム再生党へ移動した。こ

の間政府支持派ではクリヤブとレニナバドが将来の権力｣輔について合意し、ロシア、ウズベク両政府の支持
を受けて人民戦線を結成、人園iiR線民兵部隊は、１２月ドシャンベを輝取した。

人民liih線はドシヤンベで、カラテギン人や民主・イスラーム同盟支持者に対するテロを行ったが、このため

戦線が南に拡大すると、カラテギン人､パミール人など１５万人がアフガニスタンへ避難した。難民とともにア

フガニスタンに下ったイスラーム再生党は、サイド・アブドウロ・ヌリーの指導下に亡命政府を樹立し、ムジ

ャヘディンの援助を得てアム川支流ピャンジ川を越境して、人民戦線IIIllおよびロシア国境軍を攻撃した。ｌ”３

年アフガン正規軍に援助された民主・イスラーム側部隊が徐々に成果をあげ、ナビエフを援助するロシア国境

瞥備隊に対する攻撃も相次いだ６この間にタジキスタン南部の経済と社会基盤は破壊され、数万人の死者と避

難民77万，千人を出すに至った(加藤九｢タジキスタンの内戦1989雫1996年２月」『民族の4輪を求めて(1)』
北海道大学、ｌ”6年）。

Ｉ”6年、イスラーム再生党はカラテギン渓谷から、IBU什凧を追い出し、シヤリーアを実行した。住民は毎日

５回のﾈL拝を強制され、女性は目だけをだすベールの蒜用を命じられ、酒類とタバコの販売は厳禁された。違

反者の処罰はモスクで行われ､喫煙者20回､飲酒者40回､姦通100回手榴弾投lim機具で打たれた(Romr，,IgoLnod
z鞭'Dmz7Tqm“eｿlWtmmMoskva2001p､65-6）。
l”4年以降ロシア政府はラフモノフに和解を勧めていたが､数年にわたる各国政府機関による調停と和平交渉

の結果、ｌ”7年和平合意が成立した。この結果反政府勢力は、閣僚ポストの30％を確保することができた。数
年間に及ぶ過酷な内戦にも拘わらずタジキスタン・イスラーム再生党は、和解後２０００年の総選挙で共産党の

20％にも及ばない7.5％の得票し力得ることができなかった。一方与党民族・民主党は､６５％を確保した。ラフ

モノフ・ナビエフ大統領は、1999年の選挙において圧倒的多数で当選（任期７年）したが、さらに2003年６

月２２日イスラーム再生党(ヌーリー党首)、社会民主党（ラフマトウロ・ゾイエフ党首)等の反対を押しきり、

国民投票を実施して任軋１１を2010年まで延長した(ﾉVmOO3,421）。

z）タジキスタンにおけるイスラームの復興

1990年の「良心と宗教的組織の自由」法発布後タジキスタンでは、Ｉ”1年には10校以上のマドラサ（中等

斬り学校の資格）、１２２堂の金jM1モスクが新設された。Ｉ”２年末までに2,000のモスクがlMl識された。別の集

計では、Ｉ”192年に126の金１１魁モスクと2,870の祈祷所（HaghayeghL96）が建設された。また'”0年にはド
シヤンベにタシュケントのアル・ビールーニー高等イスラーム学院に継ぐ第二の学院が誕生した

（HaghayeghWkzmmldPbliliEsｍＣｒＰ１１ｱﾛﾉﾊﾞsｶﾕNewYork,p｣”5Ｗ）。
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このような中、イスラーム再生党Panb/akIamskOgoVOm血deniya結成大会は、ｌ”０年６月１０ロアストラハ
ンでソ連全国から１５０人の代iiii員を集めて開かれた。タジキスタンからはオスマンDavlatO1hman,ガドェフ
1.Gadoev、ムツラー・ムハンマド・アプドッラー・ミールサイードフ（ヌーリー）ら24名が参加した。機関紙
アル・ワフダットal-Wahdal（1991年１月から）が刊行された。この党はシヤリーアの実施や初等教育でのイ
スラーム教育の実施を要求しており、信仰としてのイスラーム以上のものを目標としていることは明白であっ
た。タジキスタンでは1990年10月６日にアストラハン大会の出席者のオスマンDawIatOlhman,ガドェフらが
支部を開設したが、ドシヤンベでの創立大会は不許可になり、郊外で開催された｡組織は27名からなるウラマ
ー会議を持ち、ヒンマトフAbdussamadHimmamvが議長に就任した。Ｉ”1年10月２６日には共和国法務省によ
り公認されたが、ｌ”2年１２月にはタジキスタン・イスラーム再生党Hizb-eNehz虹･elsIami-yeTaiikislanとして
独立（HaghayeghL87-88）した。

党綱領では、イスラームから政治経済を分離せず、独占、投機、高利を禁止、スンナ派ハナフィー派の教義
理解を標準とする人道的民主主義を求めるとする（jlm藤）。これはシャリーアを強調はするものの近代主義的
イスラームであって、宗教を全く心の問題であるとするロシア・ムスリムの主流よりは宗教的であるが、女性
の１１隔離あるいはヒジャプの強IIill、体僕刑などは含まれていないので原理主義であるとは言えず、タジク人の民
族性回復を主張し、ヒラーファットやイマーマットではなく民族的共和国を目標としているので､パン=イスラ
ーム主義でもないまた、執行部自ら、繰り返しイスラーム国家の建設は非現実的であることを宣言している
（Haghaycghi,p88）。

メフルダード・ハガーイェギーは、タジキスタン再生党には３菰のイデオロギーが混在していたとする。第１

はワッハーブ主義で祝祭、通過儀礼、結納金（kalyam）、聖者崇拝などを非難した。代表はムッラー・アプド
ッラー・ミールサイードフ（ヌーリー）で、彼は宗教活動の容疑で１９８６年に逮捕された経歴があった。第２

はムスリム同胞団のパン・イスラーム主義であり、第３は中WIIiな（modeme）イスラームであり、当時タジキ

スタンの大カーデイーKa動KaIonであった卜ウラジョンゾダAkbarTnlx1ionzodaが代表するが(Haghayeghi,89)、
同党設立時は、イスラーム政党の創設は時期尚早であると反対している。何を持ってワッハープ主義者とする

かは、困難であるが、宗教儀礼の側面のみに関して、上記のようなムハンマドの時代にはない民衆イスラーム

的要素を排除する信仰は、シャリーアの法源に関してコーランとハディースのみを採用するハンバリー法学派
に見られるものである｡正統派の一部を構成するハンバリー派と１８世紀アラビアのネジユド出身のアプドウル

ワッハーブとの違いは、民衆イスラーム的要素のイスラームを実行する人々をカーフィル（不信者）を弾劾す

るかどうかであろう。勿論特定の法学派の信者間の紛争ということは、起こることもあったが、体制的イスラ

ームのウラマーもハンバリー派の存在自体を否定することはなOBまた、民衆的イスラームを実行莞rるムスリ

ムをカーフイルと糾弾したアプドウルワッハープも、彼自身がiIIZlWj《】組織を糾弾することはなかった。

党はモスクを基盤に地方に勢力を拡大、主要な地方支部は北部ではレニナバド州のMaschaとウラテユベ

U『江Tubeh、南部ではドシャンベおよび近郊、カラテギンGhamteginのガルムGhann、ハトロンKhaUan州のク
ルガン・テペOhotganTもpchであった。党員は1990年に１万人、］”２年に３万人、最大限４万人に達した
（H2Bhayeghi,88）。ギサルやクリヤブには地方支部がないことを注目しなければならない。（アハメド・ラシ
ド『よみがえるシルクロード国家』坂井定雄・岡崎哲也、；|$談社、ｌ”6年；'｣松久男「中央アジアのイスラー

ム再生」176196頁、′I杉泰『増補イスラームに何がおきている力Ｊ平凡社､2001年）

3）タジキスタンの地域主穣とイスラーム

タジキスタンのイスラームを考察する場合、ｔｔ会、政治生活の全体におけるものと同じく、地域閥問題を無

視する二とができない。内Iiih直前のタジキスタンでは、無神論者が強いレニナカン（ホジェンドルシーア派

の異端イスマイール派の多いゴルノ・バダフシャン以外の、カラテギンやクリャブ山地の農民は保守的なハナ

フイー派のムスリムで、カラテギンとクリャブの違いは、程度の差であろう。タジク内戦が宗教Iiif争でないこ

とは、クリヤブでは､民主･イスラーム同盟に対して､イマームが民衆を扇動していたことで明らかであろう。

現在のタジキスタンは、ゴルノーバダフシャン自治共和国を別にするとソグド（旧レニナバド）州、ハトロン

州、ドシヤンベおよびiHmi1I地（１日カラテギン州）の３部分からなり、それぞれが人口２百万人樫で鼎立してい

る。伝統的に北の住民（ギサル山地およびトルケスタン山地より北の平原と山麓）と１９世紀にはプハラ・ハン

に臣従するベグの領地であった主として山村の住民からなる南の住民は、共通の民族的文化を持っていなかっ

た。山地の農民は北部のタジク人をトルコ人やモンゴル人と混血した種族、或はウズベク化した人々と考え、

自分達を純粋なタジク人であるとみなしていた｡一方北の住民は南の住民を半ば野蛮な未発展な人々と考えた。

さらに南タジク人にはいくつかの地域的名称を冠した中区分クリヤブ人、ギサル人、カラテギン人、ダルヴァ
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ズ人などの集団が存在する。これは単に出身地に基づく郷党意識ではなく、同名の州がある場合にもそのｌＨの
住民を意味するのではなく、共通の祖先を持ち各地に移住した人々の全体が地名を用いて表現されている。ま
た、部族や氏族のような組織とも異なっているが、其々が地域的下位区分を持ち、クリヤブ人には、エフスチ
（Ekhsuchi）、サルハディ（Salkhadi）、カラテギン人にはギャルムGamLハイトKhaitなどの下位区分が見ら
れる。ギサル人にはヴァルゾブValzob、ロミトRomiLカラタグKammgが含まれる(RasyInalDdy,ChbyT',LA・O
shuktuI巳mdzhikskogoemooocaﾕ001）。これは現在の方言や習俗の分布とは重ならない。ソヴィエト・タジキス
タンの政治はこれら地域的要素の劇IZA合わせとバランスからなっていた。

オリモヴァOlimowLSaodalは､内IiiRjmの地域対抗に関して、「あらゆるエリート集団が権力闘争に力Ⅱわった。
タジキスタンでは彼らは異なった地域的集団を代表していた。地方のエリートは国家榊造を組み立てるのに失
敗して、分裂したままであった。これが、ソヴィエト権力が打倒されて国有財産が分割され、地方エリートは
地方では強力な政党を樹立し、強力な反政府運動が権力や金力に飢えたエリートによって推進された理由であ
る｡イスラーム再生党はカラテギンの公認イスラーム僧侶､商業､行政エリートによって利用された(CWWAsm
q,,`/肋eCmam`sﾕ001,1,p｣14）」と;VZ価している。

このようにタジク内戦がイスラーム勢力と反イスラーム勢力の戦いであるとはいえない。しかし、イスラー

ム再生党は世俗政党としてイスラーム的価値観を追及し、反再生党のあるいはカラテギン以外のイスラーム教
指導者は、政治と宗教を区分するソ連I時代の考え方に』:111染んでおり、カラテギン人の山地農民は、近代法を全
く排斥はしないとしても社会的規則の中心にシヤリーアを置こうとし、またクリヤプの人々も信仰において自
分達の伝統的指導者に従い、ソグドの人々もイスラームの実践を通過儀礼や個人的救済の面に限ろうとしてい

たと判断することはできよう。

醜上党の指導者ヌーリーは2002年に､イスラーム解放党について２名のジャーナリストのインタヴューに答

えて、中央アジアではタジキスタン以外では政治的イスラームの声が封じられていることについて、「我々は

一部のムスリムを代表するだけである。どうして彼らが自由に意見を言えないのであろう力、彼らもまた同じ

市民であり同じ権利を持っている。彼らからこの国の政治的生活に加わる権利を燕うのは非民主的である

（EuIEsianetpIg/depa1mlents/tlanda/blticles/Wav7O2l301.shtml）」。タジキスタン゛イスラーム再生党は、政治的に
極めて洗練された現実的な路線をとっているとすることができよう。

4．ウズペキスタンにおけるイスラーム運動

１）ウズペキスタンにおけるイスラーム政党の艇生

Ｉ”4年には、中央アジア全域で7,800のモスク（金lliilモスク、および祈祷所）が機能していたが、内半数が

ウズベキスタンに存在していた。１９８９年からｌ”1年までに政府は、かつてソ連11軒tに没収した宗教施設を信

者に返還した（HBghBD'egil6）。独立後の数年間で380のマドラセが開設され（ラク・ハン、ミールアラブの学
生数も３倍になった。１９９１年には、タシケントにククレダシKuklpdashマドラッセが開設され、｜日ソ述におい

て最も権威の高いアルービールーニー高等学院も学生数が２倍（HaghaD'eghiL9G7）になった。
ウズベキスタン将来の出発となる社会運動は､1988年10月２８日ウズベキスタン民主党設立(AIamzEstekov）

に始まった。同党は不道徳を諌め、コーランの民主的原則を広めることを方針とした。同党は、1989年２月一

連のデモを組織して､中央アジア･ムスリム宗務局識長ムフティー､ババハノフShamsddinBabakhanovの飲酒、

姦淫、宗教的素養の欠如等を批判し、その地位から追放した。シヤムスッデイン・ババハノフは、１９８２年１０

月父ズイアッデインを継いでムフテイーとなったが、1981年３月対外友好協会の幹部となり、以後一貸してソ

連の対外政策の一端を担っていた。1985年には人民代議員にも選１１１された（BeimingSen,A・etalSb噸Skm日野`､zブ

ムNtm1,p60）。党員数はこの年（1989年）2,500人に達したが、地方都市アンデイジヤン、ブハラ、サマルカン
ド出身者が多かった｡設立大会でもベールの着用、シャリーアの適用を主張した｡またEIIの指導者ダードハン・

ハサンは、イラン型のイスラーム国家を賞賛し、全ムスリムの統合、若い世代に対するイスラーム教育、選挙

によって地域の役職を確保することを展望したが、暴力によるイスラーム政府樹立は望まなかった。

しかし、1999年にウズベキスタン共産党第一瞥記であったイスラーム・カリモフIslamKaIimovは、世俗的

民主主義であれ、イスラーム主義であれ自分の前に立ち上がるものに容赦ない鉄槌を加えた。先ず、自分自身

がイスラーム的価値を標榛して、反対党の政策を取りいれた。Ｉ”２年の大統領選挙では野党候補者ムハンメ

ド･サレフMuhammedSalehを不正選挙で一蹴した。次に'992年３月にイスラーム再生党とフェルガナ州ナマ

ンガンで活動していたアドラトAdol3LAdamt(公正）党を非合法化し、指導者を投獄した。野党ピルリクBidik
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の指導者アブドウルラヒム・プラトフAbdumhimPuIalovにテロルを加え亡命を余儀なくさせた。ムハンメド・
サレハもまた亡命した。また、ｌ”2年１２月に発布した憲法では、「民族主義や宗教的原HlUに基づく政党の
if1iiibを禁止し（宮田律『中央アジア資源戦lＩ剤時事inD信社、Ｉ卿年95-10o頁）、あらゆる段階のイスラーム反
対政党の動きを封じ、イスラームを純然たる信仰のレベルに閉じこめた。

また、ムフティー・ババハノフの後任で、同じく人民代雛員に就任したタシュケントのアル・ブハーリー高

等神学校の校長であったムハンマド・サーデイク・ムハンマド・ユースフMukhammadSodykMukhammadjusuf
に政治的発言が多いことを知ると、彼を解任、ムフタルハン・アプドウラエフを後任に選んだ。アブドウラエ
フは政治に無関心であるが、スーフィズムに対しては、批判的見解を有していた。また依然として勢力を擁す
るババハノフをエジプト大使に任ｌｉｂした。

2）ウズベキスタン・イスラーム運動

ウズベキスタンでは、民三１コ三義政党かイスラーム政党かをlHIわず、カリモフ政権に反弁同一る劉蝿は一掃され

た。ウズペキスタン・イスラーム運､h、イスラーム・解放党はそのような政治的風土から誕生した。ウズベキ

スタン・イスラームj画､libは、フェルガナにおけるアドラット運､１１が、タジキスタン内戦の中で、軍事組織に転

換したものであった。この組織はカリモフ政権を打倒するために1998年の創立以降（l”6年、1999年とする

文献もあり）、タジキスタンのカラテギン渓谷を経由してウズベキスタン、キルギスタン南部とアフガニスタ

ンを移動し、現地官憲と衝突し、ｌ”9年には、日本人技術者誘拐事件を起した。

2000年には「ウズベキスタン・イスラーム運動は、アフガニスタンにも今日どの国にもない預言者の制度か

ら直接出る純粋なシャリーア法に基づいたイスラーム宗教1W１度を作るためにジハードを宣言した」。

フェルガナには既に1911:紀に原理主義が持ち込まれていたが、1980年代にはアンデイジヤンにMuhamITnd

HqjiHindustani、彼の弟子AbdulwaliQali、マルギランのRahmaloIIahが、教育や布教にあたった。Ｉ”]年1２月
８９日、ワッハーブ主義者は、ウズベキスタン・イスラーム再生党、ダイバ（タウバTowbaルアドラトのメ

ンバーと共にナマンガンでデモをおこない､共産党ビルを占拠した。直ちに24歳のタヒル･ユルダシェフやワ

ッハーブ派地下モスクのイマームらは自治政府を宣言し、政府にイスラームを国教とする憲法を要求、シャリ

ーアの実施を要求した｡折から大統領選挙カリモフのナマンガン訪問と公認僧侶の大統領支持に対抗して､1992

年１，２月５万人規模の支持者動員を行なった。カリモフは指導者71人を逮捕したが､アドラトはイスラーム・

ラシカリlsIamlashkaliと協力して、政府が完全に権威を回復する同年春までに一種の神制政治を実行した。彼

らは腕に緑の腕章をつけて町の中心を監視した。娼婦や泥棒を捕まえた時は罰として後向きにロバに乗せて市

中を引き回し、広場の柱に縛りつけた。通りすがりの人々は彼らに唾を吐いた（Haghaeyeghi、93-94）。また犯
罪者はモスクに引き立てられ杖で打たれたlgOrRotaxBKmmM2wsSbwWb℃J8DeoembeT200I

［kestonoIg/OII2I8Cemml96Asiahmm］・
ジュマ・ナマンガニJumaNamanganiOumbaiHqij可cv）は1969年生まれ、ソ連軍兵士としてアフガン戦争に

従fiZo除隊後、ダイバTaibaToiba（悔み）運動を起こし、イスラームを学んだが、タジキスタン再生党のムハ

ンマド・シヤリフ・ヌーリーに助けられて、アフガニスタンに送られ、ジヤマーアテ・イスラーミーのキャン

プで軍事訓練を受けた。さらにパキスタン、サウジアラビアで訓練を続けた。］”3年にはタジキスタン野党連

合に加わって、パキスタンとサウジアラビアに供給された資金で軍事基地を運営した。1996年に再びサウジア

ラビアで宗教教育を受けた。1999年８月800人の部下を率いて南キルギスタンに入り、バトケンBad(e､山地の

集落を占拠して根拠地を築きウズベキスタン領を攻撃した｡2000年の夏にはタシケントから近いウズベキスタ

ン領に進ん燈ウズベク政府の強い要求でタジク政府はカラテギン渓谷タジカバドの基地をアフガニスタンに

移H1ljさせた（１２月には、タジキスタンのタヴイルダラTnveTdalnに200-300人の熟練兵士を移mljさせている）。

さらにこの組織は200]年６月「トルキスタン・イスラーム党」と組織を改変し（成立のfRﾂ(についてはBIIの

説明もある）、中央アジア潴国と中国シンジャンン・ウイグル自治区にイスラーム国家を樹立することを目指

した｡根拠地はアフガニスタン北部アザリシヤリフの南デヘダデイDeheDadiである。党首はナマンガニ、副党

首はタヒル・ユルダシェフで、当Ⅱ?i彼らは約3000人の兵士を擁して、北部同盟と戦っていた。２０００年アメリ

カ政H:fは、運動がオサーマ・ビンラーディンと関係があることを指摘、キルギスタンに国境響liiiのための装備

も含まれる３百万ドルの装備訓練一括援助を行なった｡2001年６月にはキルギスタンのテレビ回線をジャック

してキルギスタンとウズベキスタンに宣伝放送を流した。ナマンガニはオサーマ・ビンラーデインの代理を務

めることもあったが、同年アメリカ軍との戦闘で、あるいは爆撃によって死亡したといわれている。

タヒル・ユルダシェフTohir（TaheDYuIdashevは、１９”年２月のタシュケント爆弾vF件後の、５月ターリバ

ンの許可を得て、アフガニスタンに基地を設置した。２０００年１１月には、ナマンガニ共々欠席裁判で死刑の判
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決を受けた。2001年にはトルキスタン・イスラーム党の副党首に就|壬、現在はイランあるいはアフガニスタン

に潜伏中であると言われる。UzbekexilefbmlsPoIiticalPalW,InslitutelbI造A垣han‐
Studies､019/dev-Xyz/newnOOIO521dawnuzbekexiIe..;MannPoonam､IslamicMovememtofUzbekis⑬n:WillitSI前ke

Back?Absmctjds針indkLolg/a､､BPI8.ht、；PbplLRaliにI,LahismiadeNamangani”ltmgwmTjhJ,ldenoviembに；
Iainsigniao19.2001/noviemb耐巳/ｉｎｔｏ24.hIm；Makal己nko,mamaJaTheChamgingDynamicsofCeTmlAsianTE1Tonsm，
JblTebルMjga1mJqeWFw，FebmaJy’２００２（ComeⅡcaspian､com/brielb/O20ZOlCATbfTuIism・hUm);値umonitoJ：
com/白tories/l2I701U｡bekishtmI

3）残存勢力の活動

今年（2003年）４月、ウズベキスタン当局者は、アフガニスタンを逃れタジキスタンの山地に潜伏している

と思われる同党残党がフェルガナ地方で根拠地を作ろうとしていると発表（RantbuHg4n7/02）。また、キルギ
スタン政府当局者５月２４日の記者会見で、５月８ロオシの両替所が爆破され、７人の容疑者を拘束し爆発物、
過激派の文i際を押収したこと、ジャララバドilIIで授面をした８人の集団が警察署を襲い多数の武器を禅って逃

走したことを発表（ibid､524/03）した。また､７月キルギスタン政府要人マムイトフTbkonMamytov（国家安全
局議長)は、ビシュケクとオシュの爆弾事件を彼らの仕業であると断言した(ibid772/03）」。アメリカ政府は、
ウズベキスタン・イスラーム運lRhの残党が、国際テロリスト基金から４０万ドル（３４万６千ユーロ）を供給さ

れ、彼らが中央アジアに浸透を試みていると発表した。しかしこれまでのところ、それ以上の活､hは報道され

ていない。米ロ中および中央アジア諸国の連携のもとで、武力グループの活1111は押さえられていると判断して
よいであろう。

イスラーム解放党（HizbTnhriral-IsIzbm）

1）ウズベキスタンにおけるイスラーム解放党

追放されたイスラーム民主党に代わってウズベキスタンで広く支持をうけるのが､イスラーム解放党である。

この政党は1953年にヨルダン人タキウッデイン・アン・ナプハニーmliaI-DinamSNJ〕hzmiによって、イェレサ
レムにおいて設立された｡最初はムスリム同胞団のパレステイナ支部であったが後に独立したものである｡1979

年にタキウッディンが死亡すると、アミールAmir(党首)の地位はヨルダンに住むパレステイナ人アブドウル・

カリム・ザルムに引き継がれた。本部（アミラAmim）はドイツ、イギリス（ロンドン）に世かれている

（NQZOO3b,Ⅱ）。「その目的はイスラーム的生活を耐１Nし、世界にイスラームの呼びかけをもたらすことで

ある。この目的の意味することは、ムスリムの社会生活をシャリーアの規則とイスラーム世界とイスラーム社

会をイスラーム的生活に戻すことであり、その観点は、イスラーム国家つまりカリフ国の影の中でのハラール

（適法）とハラム（非適淘である（HizbutmlalwilMediaInIblmationPack,www｣924.0(9)。｜司党の特徴は「預
言者ムハンマドはイスラーム国家を作るための闘争を知的かつ政治的分野に限った。それゆえ党は体制に対す

る暴力や武力闘争は、イスラームのシャリーアからの逸脱である」。「イラク、シリア、リビア、ウズベキス

タンやその他の圧政者は、数十人の党員を殺した。ヨルダン、シリア、イラク、トルコ、エジプト、リビア、

チュニジアの投獄は党員で溢れている。しかし、イスラーム解放党はＩＦ平ぴかけにおいて公開、透明、挑戦的で

ある。政治的行動だけを用い、呼びかけを押さえつける麺ﾖ日者や弾圧者に対して物理的手段に訴えて、それを

超えることはない。メッカにおいては、呼びかけるだけに自制して、メデイナに移住するまで物HR的行動を起

こすことがなかった神の使者の例に倣って」。かくして、イスラーム解放党は政治的手段のみによって、イス

ラーム世界にカリフ制を樹立しようとする。アタチュルクによるカリフ制の廃止（1923）やカリフ制を復活し

ようとする試みがなされてから、それ自体は特異な主張ではない。しかし、カリフ就任の適任者は、これまで

どのようなイスラーム政治学者も主張しなかった「誰がカリフ国で統治者になるのか、彼は国民に対して責任

があるの力､カリフはコーランに下された神の命令のままに国家を統治Fﾘｰる｡人々はカリフを選び､指名する。

イスラーム国家の市民として、男であれ女であれ、ムスリムであれ非ムスリムであれ、あなた方はカリフに近

づけますｂこれはいかなる場合でも実行されますｂ彼が神を畏れるか、またはあなたの権利を求めるように励

まされますよう。人々はもしカリフがイスラーム以外のことに従察したら解任しなければならない」。ここで

明確に示されていることは、非ムスリムが、イスラーム国家の市民であることである。しかし、通常のイスラ

ーム法では、非イスラーム教徒は、近代的意味の市民ではありえない。イスラーム解放党はイスラームとして

は、非常に斬新な政治思想を持っていると考えられる。

5．
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ヒューマンライツ・ウオッチＨＲＷの活動家であるアケイスイア・シールズAcaciaShieIdsは、ウズベキスタ
ンの「解放党は非暴力を表明して、国内メンバーでやっているグループですb彼らはこれまで何力塒定の暴力
を起こしたと非難されたことはありません。また、ウズベキスタン・イスラーム運動と関連が疑われるような
声明を出したこともありません（BnlcePmmieTbCenbHlAsia;GovcmmemsReE腿tbUnceminThl巴alIbrmHiZb
utjnhrinpaIL2・RFERL3OMay2OO2;にIigio・com/alUcles/2002/Ｏ０２ｈｉｚｂｂｊ１甘､）」。

同党の活1,1がウズベキスタンで活発化したのは，o年代末と考えられるが､割祭の活動は、「ユダヤ人異教徒
イスラーム・カリモフと彼の組織の凶暴な攻撃は、胤鰄党のイスラームを弱めない。イスラーム教徒よ、気を
落とさないように。（RotaIo,opcit､77）」などと書いたビラを配布する程DHiである。同党の近い将来にはかなえ
られそうもない目標はカリモフ政権には重大な脅威と映った。「イスラーム解放党の目標は、根源的で極端で
ある。我々は法に従ってこの組織をウズベキスタンの領二'二から、追放する」（AnlineBluaUZbekiStm:Kalimov
B(telldsWarOTuExUmismTbWomemJHzdIbn沼沮Eiu７℃ﾘﾌﾞ臼/ｎｍｌｂＬﾙαが2002コ,6）。かくして、ウズベキスタンでは
5,000人から7,000人の解放党員容疑者が投獄されているという、一方、５人からなる細胞組織に編成されてい
る党は、中央アジア全体に数千人から１０万人に上る党員を抱えるとも言われる。２００２年に逮捕されたアブド
ウルハリルの場合は、２００３年に「体制変革を試みた」罪で、禁固１６年を言い渡されたが、タフリール党のパ
ンフレットの保持は勿論、非公認モスクでの礼拝、アラブ式ヒジャブの着用、老人以外の頬髭などが、逮捕の
理由になっており、自白させるためには種々の拷問が実施され、そのため獄死するもの多数を出している。ま
たウズベキスタンでは解放党に留まらず､反政府活動家全般に対して、逮捕が活発に行われている。７月２５日
には、HaJnkatのメンバー、ハムルエフBakhlomKhamlDyevが逮捕された、彼はビルリク（リーダーAbdumhim

PoIat）の活動家であった（MusIimmbekist3n､comJuIay23ﾕ003＜CAlmUMO7/Z3nOO3;Sqgei
Pyamkov,newscentmalasiacom）。中央アジア特にウズベキスタンにおける、あるいはフェルガナ盆地と周辺にお

けるイスラーム解放党勢力拡大の理由は、ウズベキスタンでは、政治的目標を提示する他の手段が欠如してい

ることであろう。この地域では民主的方法によって政治的目標を提示、あるいはそれを支持する手段は限られ

ている。特にイスラーム的政治社会的理想を持つ人々にとってはそうであるが、タジキスタンにおけるイスラ

ーム解放党の活動は反イスラーム的風潮が強くタジキスタン・イスラーム再生党の活動は勿論、イスラーム信

仰においても制限があるレニナバド１１１（（現ゾグＷⅡ）において活発であることからも推測される。カリモフ大

統領が解放党の摘発に執着する理由は、IntemahonalQisisGmup（lCG）のガズイエフＡ画zuIlaGa画yevは、ケス
トン・ニュース社のイゴル・ロタル記者に「多くの注釈者はウズベキスタン大統領に対する主要な反対派は、

国際的組jiWi鰄党のウズベキスタン支部にしろ、ウズベキスタン・イスラーム運動の武装グループにしろ、イ

スラームに関係ある反対派であると予想しています」と述べるが、ロタル記者も同感であった

（侭umonitoncom/白tories/I21701UzbckishmJD。

2）タジキスタンとロシアのイスラーム解放党

一方タジキスタン政府も解放党に対して弾圧を加えている。2003年５月、ソグド地区で６人の活動家が逮捕

され、パンフレットや書籍を１１W収した。今年になってからその時までに20人以上（Pmvda20035,30）逮捕され

ている。ウズベキスタンと違って、彼らには競争相手が存在する点が異なる。イスラーム再生党のサイド・ア

フマド・ヌーリーは、彼らが極端であるので再生党は、彼らの影響力を削<・ために全力を尽くすと述べる

qRFE/RL30Mayﾕ002）。逆に、解放党の幹部自体が再生党を次のように}if卜llしている。「我々はイスラーム
再生党の方法を取る人々には同意しない。我々はイスラーム・カリフ国を作るまで平和な方法で進、それゆ

え彼らとは歩を共にしない。しかし、我々は兄弟である。彼らは物事をBI膝に考え、自分達が正しいと思って

いる（Ibid）」（lntemalionajCrisisGmup略称ICG)。2000年にアメリカj攻府は、ウズベキスタン・イスラーム
運動をピン・ラーディンと拘わりありとし、テロ組織に指定したが、タフリール党は指定しなかった

（InstimteIbトハIghanstudies､019/deV-Xyz/ｈｅＷ２００１０５２１ｄａｗｎｕ』Dekexile）。
2003年２月１４日ロシア最高裁判所は､解放党をロシアで活動する１５のテロリスト団体のリストの中に入れ

た。この中にはチェチェン系２団体、トルキスタン・イスラーム党、ムスリム同胞団などが含まれている

（Izvestiam/PoIitic/'4-02-03/mticIe30078)。続いて､６月６７日には､モスクワでイスラーム過激派に対する一斉
取り締まりが行われた。６月９日には連邦保安局は121名を拘束した旨を公表した。この内55名がイスラーム

解放党関係者であった。当局の発表では、彼らの内２名MusayevとJa1olovは火薬（100グラムおよび400グラ
ム）、手榴弾、ビラ、起爆装置を所持していた。ウラディミール・チュマクVladimirChumak弁謹士は、２名の

逮捕者は容疑も党との関わりも否定しているという。またこのＨＰには解放党のコミュニケが付されており、

解放党がテロを行うことは有り得ず、証拠品はウズベキスタンでよく行われる当局によるでっち上げであると
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主張している。SergeiBlagov,Ｈ酌ut｣mhriにlaRussedetcumineeacontenirIoisIamemicaLR鞍ﾉｶﾞgわSと[ﾂﾌﾋﾞｸ２９Jun2003＜
Hdigioscpoe､inIb/alticlel刃.shhm＞・セルゲイ・ブラゴフは、イスラーム国家を支配する異教徒Imf民地主義者に対
する抵抗を承認する文章があるとして､チェチェン111腿を抱えるロシア治安当局には看過できないと断i討一る。
ブラゴフによると今年２月のテロリスト団体指定にいたるまで､当局は数度にわたって解放党をｦ縢している。
２年前にイヴァノフ外相は「外国の本部から資金をU齢され、ロシアと近隣諸国をイスラーム化しようとして
いる非常にラディカルな極端な秘密組織」、ＣＩＳ反テロリズム゛センターの責任者ポリス・ムイルニコフBoTis

Mylnikovは､国際テロリスト組織であり、ロシアとＣＩＳにとって潜在的脅威である｣。2002年１２月１６日には、
連邦保安局のニコライ・パトルシェフNikoIayPaUushev「嗣隊を組織していて、そのような組織に参加している
（ibid）」と述べる。しかし、プラゴフ自身は、北コーカサスのワッハープ派と解放党との関係は証明されて
いないとする。

3）平和路線の維持か路線変更か

確かにアフガン人を救援に行こうというパンフレットがタジキスタンやキルギスタンで配布されたが、
（lbumonitoncom/btories/l2l70IU副DekLshlml)そもそもタフリール党に限らず､外国からの侵入にも戦わないとい

う綱領はありえない。解放党の思想が、絶対平和主義であることを期待する必要はない。しかし、同党のＨＰ
では次のように述べられている。

「政治的闘争は､次に代表されている。イスラーム諸国を支配し、影響を与える異教徒の植民地国家に対する
闘争６知的、政治的、経済的、および軍事的形態での植民地主義に対する洲iifは、その計画を明らかにし、陰
謀を暴くことによって、ウンマをその支配から放し、どのような影響からも解放するために（HiZbut-mMi

HP,hizかut-tahnmIg/bnglish/definition/messages・hml）」。「その計画を明らかにし、陰謀を暴くことによって」戦
うことが主狼されているのである。

一方、キルギスタンの情報関係高官ポルエトコフBonsPoIuetkovは、トルキスタン・イスラーム党は、中国

西部のイスラーム分離主義やヨーロッパのオブザーバーによって、中央アジアにイスラーム国家をrk殻しよう

とする野望にも拘わらず非暴力組織であると認められている解りM〔党組織と密接な関係を組んだと述べ、「私は

ヨーロッパ人だ。私はオブザーバーだ。私は彼らが非暴力的だとは思わない（CemmlAsia:IsIamicmical

IEgmuping,ﾉnJ'116蝿Ｗ２/30,勺nnlbuIg・com/deRlulLasp?犀Ｗ２/03&GCemmlAsia>」。残念ながら筆者はキルギスタ
ンの治安関係オブザーバーでも、西欧人でもないのでこの高官の述べるところはJ3lyi\できない。

タフリール党は信仰団体ではなく、政党であるから政策の転換や、分党や解散、いずｵLにしる脱7MF者をみる

ことは両I能'1kがある。しかし、剰賎点で武力闘争主義への転換はあるのであろうか。『ユーラシア・ネット』

に引用された、IntemaUonalCnsisGmup（略称ICO）は、同党を「思想と宣伝の範囲で、活動している基本的に
平和なグループ｣であると見ている｡解放党は､無事の傍観者を殺すことは､イスラーム法違反であると考え、

ことさらにテロリズムを批判している。しかし、このレポートは「解放党が本来的に暴力に反対しているとい

う考えは誤りである」と注意をうながしている。解放党のイデオロギー的基礎は、中央アジアの既成政府を放

逐し、イスラーム・カリフ国を樹立するというものであるが、暴力を用いる可iil自性を残している。ＩＣＣのレポ

ートは次のように示している。『明らかに防御的ジハードが、非常に広い形態に解釈される可能fkはある』。

レポートは述べている｡キルギスタンの当局者はイスラーム解放党やウイグル人分離主義者､ウズベキスタン・

イスラームIEnjbを含む中央アジアのラディカル・グループを統合しようとする何ら力の動きが進行中であると

する。ＩＣＣレポートは諸グループの中の戦術的、戦略的総意が大きいのでそのような合同には疑惑的である。

『戦術上の違いは、国際的指導部の(１１１のイデオロギー上の重要な策略なしには克服するにはあまりにも大き

い。』ICCレポートは述べる。『ウズベキスタン・イスラーム運動との有機的な、また組織i<〕迎撹の証拠はな

い』。『イスラーム解放党の一部、特にウズバキスタンにおいては、今よりもラディカルな手段をとる呼びか

けに反応するかもしれない。しかし、今のところ恐らく得るものよりは、失うところが多い』。レポートは続

ける。解放党は中央アジア、特にウズベキスタンに２万人に及ぶアクティブなメンバーを持っている」。

重要であるのは昨年であるが、タマラ・マラシェンコが「イスラーム解放党が目標の平和的達成に背を向け

ることは有りそうもない。しかし、挫折、失望、西欧がこの地域に大きな関心を寄せているのに中央アジアは

ほとんど変わらないだろうということから、細胞はやがて脱落し、暴力行為にでるかもしれないiiiE拠は増えて

いる。那実、イスラーム解放党は、自分の国をアメリカの植民地にした地域の指導者に対する失望を表してい

る（ChangingDymamicsofCqmlAsianＴｅ『mrism，Ｊｍｅｂ〃MigF"℃ＰＲｊＷＰｗ,FebruaJy2002＜

comeⅡcaspian､com/bnels/O20201CAT匂mrismhhnl）」と述べる点である。しかし、党の綱領自体に暴力の余地を
残しているというのと、平和路線からの脱落者ﾗｳ;でるのはまったく別の事項であろう。綱領においては「メッ
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力においては、呼びかけるだけに自制して、メデイナに移住するまで物理的m1hを起こすことがなかった神の
使者の例に倣って」とある文章が、いつかメデイナにおける預言者の例に倣うことが含意されているかは、気
になることではあるが、宣伝文f1IFの文言の分析をし、全党レベルでの綱領の変更や読み替えがあるかどう力の
調査が必要であろう。

ジャーナリズムの中には、タフリール党の平和的方針は、アメリカの「テロリズムに対する戦い」以後変化
を見せているとするものがあることは、上に述べたとおりであるが、ウズベキスタン科学アカデミーのイスラ
ーム軒1家ボボジヤノフBakhtiyarBobqjanovは、タフリール党は「テロリズムに対する作戦｣以後、思想的変
化があったとし、「アフガニスタンで始まったテロリズムに対する作戦の後、ヒズブウッタフリールのポジシ
ョンは変化し、彼らはもっとラディカルになった。彼らはイスラームのための戦争で戦い、殉教者となること
を呼びかけるビラを配っている（CemhYl］Asia；GovemmemsReacttoUHceminTmEalIbrmHizb
ut｣I1ahrinpalLZ・RFDlUSOMayﾕ002;IcIigio､com/allicIesZZOO2/OOZhizbhhml）」。これは事実の説明であるとする
よりは、単にウズベキスタン政府に近い見解としておいてよいであろう。

しかし、政lffllllのいかなる言説にも拘わらず、イスラーム解放党が組織として、積極的にテロリズムや破壊
活動を行なったという証拠はない。ウズベキスタンにおいては刑法上重要なことは、彼らの手段が平和的であ
れ暴力的であれ体制の変革を目標としていることである。ロシアにおいてはこのような理由では、彼らを取り
しまることができない中央アジアにおける政情の安定はロシアにとって重要な政策目標であるが、ウズベキ
スタンとは異なり、ロシアにおいては、爆発物所持や麻薬取引の所持といった捜査上の具体的要件が必要であ
る。逆説的に言えば、捜査現場の考え方では、テロリスト団体へ指定された以上、必ずテロリズム計画実施の
物質的証拠があるはずなのではない力もロシア政府はより具体的な証拠を示す義務があろう。

6．過激イスラーム主戟拡大の背景

ｌ）イデオロギーの空白

「タタールスタンではソ連崩壊後にイヴァン雷帝によるカザン汗国征HBIにはじまるタタール人の歴史的怒りを

実現させ､それをロシア帝国に向けようとする多くの組織が誕生した｡しかしこれらの組織は成功しなかった。

少なくとも、チェチェンやダゲスタンのようにタタールスタンでは分離主義的か、イスラームのラディカルな

セクトは作られなかった。このような問題はロシア共和国のイスラーム組織のリーダー達が外国のスポンサー

との関係に関して、現在関心が高まっていることである。例えば国際イスラーム団体はチェチェンに劣らぬ関

心をタタールスタンに示しているが､しかしヴォルガ沿岸の共和国の政治的安定を覆すには至っていない(EmiI

P日iILSotsiarnajapmnDdaeksh己mimlltenDmml,ＲＭＭ,2002,no｣1,pll6）。

2）社会的混乱

イギリス『ガーデイアン』誌は、駐タシケント・イギリス大使のＣｌＹｌｉｇＭｕｎｙは「ここでは厳しい迫害が富の
偏在と改蛾の不事項とあいまって、体制が消滅させようとしている原理主義を作っている

（GImdian・ＣＯ・uk/intemationaI/Sopy/U3601,963497,00/hlml）」というコメントを伝えている。また、『旧ソ連ユダヤ
人協議会連劃（Decl7200I）は、現代イスラーム研究者であるイゴル・ロタルIgorRotar『ケストンニューサ
ービス」（I2Dec2OOI）を引き「ウズベキスタンの宗劉ｌＵ連当局者の言によるとイスラーム原理主義の主要な社

会的背景は国民の中で最も貧しい人々である。また、他の者も貧困は世俗権力による宗教生活の厳しいコントロ

ールに拘わらず、ウズペキスタンの不安定の要因となっている」。「両組織のメンバーは25歳から３０歳までの

若い人々である。ケストン社に語った人物は、たった５年前に彼らは本当のムスリムではなかった。断食を守ら

ず、酒さえ飲ん筵しかし、この１０年の中央アジア社会：の急速な貧困化とそれまで知られていなかった売春と

麻薬使用は彼らを『イスラーム国家だけが人々に威信ある生活を与えることができる』と確信した

（値umonitoⅨcom/Stories/l21701UzbekishmII）」。

分析家は中央アジア特にウズベキスタン、タジキスタン、キルギスタンにおけるラディカルなイスラーム運

動は､慢Ｉｆｉ])《)貧困と地域を病ませ続けている基本的自由の欠如であろう（BmcePmmi節CenmAsia;Govcmmems

R筐mtoUmceI1ainT1mBatlbUmHi土ｕｌざTahrinpaJL2,RFDRZgOMayﾕ００２罪ligio・oom/alticIes/2002/O02hi土ｂ､htm）。
タフリール党のキルギスタンの活IMI家は自分の仕輌の展望について次のように述べる。「人々は民主主義に

ウンザリしている。周りは失業と不道徳だ。我々の人々はムスリムで、彼らは神を求めており、神の法によっ

て生活したがっている（BmcePanniel；CenUalAsia；Govemmem値ReacttoUncertainnuEatIbmlHiZb

utmahnRpalt・ZRFnRI､３０Ｍ80/2002;にligio・com/alticIesZZOO2/ＯＯ２ｈ⑪bhum）。ウズペキスタンにおいてもキルギ

1５



スタンにおいても、人々に民主主義を宣伝しているのは、民主主義とは全く無縁な権威主義iEhIiiである。民主
主義のために残された時間がまだ沢山残っているとは言えないのではない力も無論解放党は、民主主義を主張
しないある南キルギスタンの党員は、「キルギスタンの政府は、ウズベキスタンに比べると寛容である。彼
や彼のグループは政府を転覆させ､国の大統領アスカル･アカエフに何の悪い意図も持たないと述べた。「我々
は民主主義制度に対する反対者だ‘我々は個人がイスラームに帰依させ、アッラーのもとに帰るのに反対では
ない｡もし誰かがシヤリーアに従って生きたいと望めば、彼は我々の兄弟である。もし彼が民主主義を望み、
異教徒の法によって生活したいと望めば、その時、彼は我々の敵である。異教徒は我々の敵である。もし、ア
カエフが望んでイスラームを受け入れ、もしシヤリーア法を敷けば、彼は自分の王座に座ることができる」。

3）信仰上の理由

ウズベキスタン・イスラームjmlm)メンバーの組織加入の動機について、「私は1973年に南キルギスタンの村
に生まれました。私の民族はウズベクです弓。Ｉ”7年、私は筋Ｅｉｌｆな信者で、あるムッラーのもとに定期的に通っ
てイスラームの勉強をしていました。しかし両親は私をHM解せず、私の信心を笑いました。さて先生は私にウ
ズベキスタンに行って、そこの地下メドレセでイスラームを学ぶように進めました。それで私はマルギランに
行きました（ウズベク領フエルガナで、フエルガナの中心都市から10キロメートル）。私はしばらくその地域
の地下メドレセで学びました。次に私の新しい先生は私と他の６人の学生をタシュケントヘ送るつもりだとい
いました｡先生は節約のために、山越えで歩いて行くと言いました｡私達は案内をつけられて､出発しました。
３日目に私達の道案内は､実は我々はイスラームのために戦うためにタジキスタンに行くのだと言われました。
彼は我々には新しい名前が与えられるので、古いほうは忘れるように言いました。我々は驚きました、しかし
口答えしませんでした。イスラームでは自分の先生にロ答えするのは罪だからですもタジキスタンでタジカバ
ド（タジキスタンのカラテギン渓谷地区の中心）の町から数キロメートルのところにある使われなくなった地
震観測所に落ち着きました。地ji鏑liHll所はよく手入れされた基地になっていました。ジュマ．ナマンガニは私
たちに会い、私たちがイスラームの兵士になったことを祝福しました。

キャンプでの日課は次のとおりですｂ朝は、教練で、次にさまざまな稲類の武器の使用法が続きます。夕方
にはイスラームに関するビデオをみました。本は宗教に関するものだけを読ませられました。音楽は聞かせて

もらえませんでした、イスラームでは罪だからですbウズベク語のラジオ・リバティーだけを聞かせられ、他

のラジオは聞力せてもらえませんでした。我々は良く扱われました。指導者と前線の兵士は強大であり、異教
徒の冒翅iBからウズベキスタンのムスリムを解放する大きな名誉を与えられたのだと言われました｡２ヶ月後若い
戦士コースを終了し、別のキャンプに移されると言われました。タヴイルダラTXwiIdom（カラテギン渓谷の地

区の中心で、パミールから数10キロ）へやられました。このキャンプで２人の外国人インドから来たアピルバ

バAbibaba先生とパキスタンから来たシェイフ･アソバースSheikhAbas先生でサボタージュ戦術を習いました。
彼らはとても経験のあるムジャハッデインでした。アピルババはカシミールでliihい、シェイフ・アッバースは

アフガニスタンでソ連軍と戦いました。夕方我々はムスリムが不信心者と戦っている世界各地の映画をみまし

た。不信心者の支配から世界中のムスリムを解放するまでIiikうのはムスリムの義務であると言われました。し

かし、私は凧隊のキャンプで暮らすのはうんざりでした。食事は日に日に悪くなるし、毎日退屈でした。私は２

週間の帰省休暇を申請することにしました。ついに（I”８年）５月にキャンプを離れることを許されました。

まだ帰っていません。IgorRotanKmwWbwsSbW-MjcF,I8December2001,kestonD【g/OIl218CCmmD6Asiahm）」。過
日、同運動に参加して、キルギスタンで逮捕され、終身'刑を宣告されたたロシア・タタール人青年のドキュメ

ントがＮＨＫ特集で報道されたが､そのタタール人青年もイスラームを勉強したいという単純な好奇心からナマ

ンガンのグループに近づいたのであった。シヤミエフタタールスタン大統領は、国内に適切なメドレッセがな

いため､イスラームに対する興味を抱いた青年が､奨学fhや留学に引かれて､外国のイスラーム団体に近づき、

テロリストに仕立て上げられると述べた状況がここにも認められる｡従ってこれは単純な社会的怒りではない

思想と信条、言論と出版の自由が保証される社会においてのみ、イスラーム過激派の活動は制限されるであろ

うが、それはイスラーム政党の存在が禁止されていないタジキスタンにおいては部分的に存在するとしても、

公認イスラーム以外の信仰は動J実上禁止され、政治的反対派が迫害されているウズベキスタンには全く欠ける

のである。

4）ロードマップ

AsalAbbasova(IntemationallmamaI-BukhaliFUundaition)は、「ソ連のイデオロギーのために中央アジアのムス
リムが被った神学上の空白と宗ｉｉｉ6$､織がｲﾄﾞ謙Eしなかったことは、あらゆるラディカルなイスラームが中央アジ
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アの人々に無縁な宗教的文化的伝統の花を咲力せる豊かな｣鐘になった。一部の外国勢力は目的を達するため
に宗教と文化の平和的』隼に反対する使い方をしている。ラディカルなイスラームの危険ｌｋは民主主義を発展
させ、緊急な社会、経済、生態、人口、およびその他の問mZiを解決することで取り除くことができる。ウズベ
キスタン共和国では､協調的材料と精Iql]的生活に導く社会的､政治的経済的条件が必要である(2001,N0.1,125)｣。
まさに帝国の側もまたテロリストの'１１１も共にウズベキスタンの民主化を阻止している。アメリカ政府主導の民
主化プログラムはせめてタジキスタンと同じ程度の政党活ｌ１ｌｌの自由を保証するためのロードマップを提供する
べきであろう。特筆すべきは、カリモフ政権に対する米国の関与である。「テロリズムに対する作戦ｊ以降ア
メリカは、ウズベキスタンの治安関係経費を援助し、カリモフ政権の人権躁鋼を助けていると言われる。一方
では民主主義を援助（２００２年に２６百万ドル）する実施もされているが、ヒューマンライツ・ウオッチ関係者
の言では何の変化も見られない（77ieOW[ＪｍＩＩｍ,GuHTdian・ＣＯ.uＭｎにmational/Sohymb3604,％349700/hmI）。

7.結騎

中央アジアでは1980年代末期よりイスラーム復興の動きが起こり、独立期に政治とイスラームとのlliに新しい関
係が生じたが、その状態は目下非常に不安定である。ウズバキスタンは独立後、経済と政治の変革にハードランデ
ィングをとらず、政情の安定をなによりも優先するソフトランディングをとった。その結果確かに政権は安定した
が、民主主義も市場主義も実現されず、市民的権利のレベルはブレジネフ時代以下であるといわれ、豊かな天然ガ
ス資源や大規模な綿花生産にも拘わらず経済も低迷している。しかも、外国援助や外資の導入、部分的私有化はカ
リモフ大統領に繋がる旧共産党ノーメンクラトウーラの人々に窟と権力を集中させた。ソ連時代、中央アジアやコ
ーカサスの特徴であると党中央から批判された汚職と身内最鳳は一層拡大したものと考えられる。民幸二#義より政
治の安定と経済発展を求めるいわゆる開発独裁は、インドネシアの例を見る限り一時的かつ表面的効果しか見られ
ない。ウズベキスタンにおいても権威主義的政権による政情の表面的安定は、長期的には地域の安定的発展を妨げ
るものではないであろう力も更に時宜を失った遅すぎる自由選挙はアルジェリアのようにイスラーム政党の勝利を
もたらすのではないであろうか。野党に政治参加を許さないシステムは将来の民主的政権交替のリスクを高めてお
り、合法的政治活動に参加することを許されなし在野の政党や,ｒＴ権者は別の形の政治行動を求めている。中央アジ
アにおけるイスラーム主義の趨勢はそれ自体ではなく、政府との関わりで変化してきたものであろうし、今後もそ
のように推移するであろう。

タジキスタン・イスラーム再生党は、イスラーム的政治を実現させるための目的を持つ政治結社として出発した

が、内戦（l”2-1”7年）におけるカラテギン地方閥との関わり、またアフガニスタン・モジヤーヘデインやターリ

バン政権との繋がりを経て、ｌ”7年の和平合意、そして現在では、世俗的国家の中の宗教に基づく議会主義政党と
して民主的手段によってその目的を実現させようとしている。現在のところ議会内多数を得る可能性はなく、彼ら

の存在が合法である以上の成果をもたらしているとは言えないが、タジキスタンの民主化に占める重要性は高いと
見られる。

タジキスタンでは世俗国家でありながらイスラーム政党の活､！)が許されているのに対して、ウズベキスタンは国

家制度の自己規定においては、イスラーム的であることを主張しているものの、それはイスラームの文化的信仰的

側而にだけ限定され、イスラーム政党は禁止され、議会内外に合法的代弁者を持たない。この結果、ウズベキスタ

ンにおける政治的イスラームは、秘密裏に直接民衆に働きかけている。

ウズベキスタン・イスラームjlm1mIlは武力において旧共産党につながる現政権を打倒しようとする組織である。タ

ジキスタン内戦期に武装勢力として登場し、内戦終了後はアフガニスタンに本部を設け、ターリパン政権とも密接

に連榔をとりながら、ウズベキスタン、タジキスタン、キルギスタンに跨るフェルガナ地方の山地でゲリラ活動を

行なった。2001年には組織を発展的に解消し、新たにトルキスタン・イスラーム党を結成、活11ｌｂ地域を中央アジア

全域に拡大したが、テロリズムに対する作戦下のアフガニスタンで壊滅的打撃を被り、2003年度にはほとんど活､ｉ

ができなかった。

ｇＨｌＥイスラーム解放党は民族的国境に細分されない全イスラーム共同体を単一のカリフのもとに成立させる目標
を持つ世界的規模の国際的政党で、平和的手段を標傍するが、識会政党として選挙に訴えて政権を鑓鼎するという

手続きをとらない。カリフ政権樹立までの具体的方法は未知であり、将来的展望も空想的であるが、ウズベキスタ

ンでは実質的野党が存在しない中、唯一組織を展開する反政府勢力として、国民の不満を吸収し、それゆえに政府

の厳しい弾圧を受けている。2003年ロシアi攻府は同党をテロリスト集団と認定したが、各国治安関係者の中には、

ヨーロッパに置力れている同党本部の方針には言及しないまま、末端組織の過激化を示唆する者が存在する。

当軋堵、現地研究者・当局者、国際団体・機関々係者などの意見を集約するとウズベキスタンにおける宗教的過
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●

■

激iR跳梁の原因は、ソ連邦解体と新独立国家の成立に伴う社会状況、即ちイデオロギー的空白やイスラームに関す
る正しい知職の欠如、政治の腐敗・失業・貧困、経済システムや公衆道徳の混乱、および民主主義の未成熟等を褐
げている。


